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Ⅰ．序論 
サッカーのゲームパフォーマンス分析は，

方法別と目的別にそれぞれ 2 種類に分類され

る．方法別には，「ゲーム分析」と「ゲーム統

計」に分けられる（鈴木・西嶋，2002）．目的

別には，「分析の方法に関する研究」と「分析

の内容に関する研究」に大別できる．分析方

法と分析内容の両方を目的とした研究も多く

ある． 
 
目的 1 
「分析の内容に関する研究」に関して，シ

ュートに至らなかった攻撃まで含めて，得点，

または，得点チャンスのための有効な攻撃方

法を示した研究は稀である．また，戦術採用

の差には，身体的特徴が関与していると考え

られるが，チーム構成員の身体的特徴と戦術

の関係について言及している研究は見当たら

ない．UEFA Champions League 08-09（以

下 CL 08-09 と略記）において，スペインの 4
チームとその他の 12 チームに分けて身長と

体重に比較を行ったところ，スペインのチー

ムが，それぞれ優位に低い値を示した

（p<0.05）．そこで，ヨーロッパサッカーにお

ける攻撃場面をシュートに至らなかった場面

まで含めて分析して，現在のトップレベルの

サッカーにおいて，チーム構成員の身体的特

徴（本稿では身長と体重）によって有効な攻

撃にみられる差異について検討することを本

研究の実験 1 の目的とした． 
 

目的 2 
「分析の方法に関する研究」に関して，近

年，記述分析システムを用いた研究から，物

理量測定の研究への移行が見られる．しかし，

DLT 法に代表される物理量測定の研究の多く

は，研究対象となる試合数が記述分析システ

ムを用いた研究に比べ圧倒的に少ない．一方

で，記述分析システムを用いた研究は，位置

情報取得における正確性に欠しい． 
また，多くの記述分析による研究において

フィールドを分割し，各エリアで行われたプ

レー回数やプレー時間等について考察がなさ

れている．しかし，フィールドの分割方法は

各研究で異なり，それぞれのデータを比較す

ることは困難である．さらに，各エリアで行

われたプレー回数等は異なるエリア同士の数

字を使用して代表値を算出することができな

いため，要約統計量を用いた比較ができない． 
そこで，記述分析システムを用いた上で得

られる位置情報の正確性を高め，フィールド

の分割方法に依存することなく考察できる尺

度を作成することを実験 2 の目的とした． 
 
Ⅱ．実験 1 

DART FISH Team Pro （ダートフィッシ

ュ・ジャパン）を用い，CL 08/09 の決勝トー

ナメント全 29 試合を分析した．対象チームを

スペイン国内のチーム（S 群）とその他のチ

ーム（O 群）に分類し，身体的特徴による有

効攻撃の差異をパス本数，攻撃所要時間，攻

撃パターン，ラストパス，ポストプレーの有



無の各項目について検討した．統計的処理に

は，パス本数，攻撃所要時間 に関しては対応

のないｔ検定，攻撃パターン，ラストパス，

ポストプレーの有無に関しては χ2検定を用い

た． 
その結果，パス本数，攻撃所要時間に関し

て S 群が有意に高い値を示した（p<0.05）．攻

撃パターンに関して各項目に有意差や有意傾

向がみられた．残差分析の結果，S 群は遅攻，

O 群は速攻が有意に多かった．ラストパスに

関して各項目に有意差や有意傾向がみられ，S
群はショートパス，O 群はロングパスやパス

なしが有意に多かった．ポストプレーの有無

に関しては有意差がみられなかった． 
このことから，O 群は，パワーとスピード

を活かした攻撃を選択し，S 群は局面を一つ

ずつ経由しながら相手守備組織を崩していく，

つまり技術とモビリティーを活かした攻撃を

選択していたことが示唆された． 
 
Ⅲ．実験 2 
 実験 1 と同様の対象，方法，フィールド分

割を用いて，「ボール奪取地点」と「シュート

が放たれた地点」を調べ，有効な攻撃を分析

する尺度の一つとして，「プレー重心」の作成

を試みた．その際，総務省 統計局（2007）に

習い，「プレー重心」の算出式を以下のように

定めた． 
(X,Y)=(∑wixi/∑wi,∑wiyi/∑wi) …式 

 
図 「プレー重心」における 2 次元座標平面 

 

 本稿においては，有効攻撃について「ボー

ル奪取地点」から「ボール奪取重心」を，得

点に至った攻撃について「シュートが放たれ

た地点」から「シュート重心」を算出した．

対象の 16 チームを分析した．ただし，「シュ

ート重心」において準々決勝敗退の 8 チーム

に関しては，標本数が少なかったため「ベス

ト 16」として 1 つにまとめた． 
その結果，「ボール奪取重心」に関して，吉

村ら（2002）の報告と同意の結果が得られた．

また，「シュート重心」に関して，竹内ら（2001）
の報告と同意の結果が得られた．  
このことから，「プレー重心」は，エリアご

とに散布したプレー回数の要約統計量を示す

尺度として有用性があると考えられる． 
 
Ⅳ．まとめ 

今後，分析の内容に関しては，日本代表や，

J リーグチームを対象に，同様の研究を行う

ことにより，日本サッカーの現状と課題につ

いて言及したい．また，現場へのフィードバ

ックを想定すると，身長と体重に関して，ど

の程度の差が戦術的変化をもたらすのかを調

査する必要があると考えられる．分析の方法

に関しては，今後は記述分析において，フィ

ールド分割を用いた場合と用いなかった場合

の誤差を物理量測定法と比較して検討するこ

とにより，「プレー重心」の信頼性の検証を行

う必要があると考えられる． 
 


